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流体解析ソフトウェア
http://www.advancesoft.jp/

流体解析 ウ
Advance/FrontFlow/redとは

速度、圧力、温度、物質拡散、燃焼、騒音、キャビテーション、
微粒子などの分布を予測・解析するソフトウェア

空力
燃焼

温度

キャビテーション 騒音
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流体解析ソフトウェア
http://www.advancesoft.jp/

流体解析 ウ
Advance/FrontFlow/redの特長

① 文部科学省による6年間のプロジェクトで
開発したF Fl / dを改良 実用化した

LES

開発したFrontFlow/redを改良・実用化した
国産ソフトウェア

コスト
パフォーマンス

並列計算

② お客様が業務に活用できるよう
開発技術者がサポート

パフォ マンス

③ お客様のニーズに合わせた改変性

④ ラージ・エディ・シミュレーション（LES）の解析実績④ ラ ジ エディ シミュレ ション（LES）の解析実績

⑤ コストパフォーマンス ・・・並列数によらない価格設定
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※Advance/FrontFlow/redの詳細な説明をご希望の方は、 営業担当までご連絡ください

流体解析の流れ http://www.advancesoft.jp/流体解析の流れ

① 計算格子の作成 ←Cube-it

② 計算条件の設定 ←Advance/REVOCAP

③③ 計算実行 ←Advance/FrontFlow/red

④ 可視化 P Vi④ 可視化 ←ParaView

例題を用いて実行手順を説明します
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例題を用いて実行手順を説明します



回転角柱周りの流れ解析の例 http://www.advancesoft.jp/回転角柱周りの流れ解析の例

[解析目的]

デ グ

[解析目的]

一様流中で回転する角柱の後流中の
渦放出周波数と回転数の関係を 計算

静止系

スライディング面

[解析条件]

渦放出周波数と回転数の関係を、計算
で再現できるかどうかを調べる

静 系

回転系
[解析条件]

流入速度 ：2.47[m/s]
レイノルズ数 7100レイノルズ数 ：7100
回転数 ：175.8、220.8、270[rpm]
乱流モデル ：LES (標準Smagorinsky)
差分スキ ム ： 2次中心差分差分スキーム ： 2次中心差分
時間積分 ：Euler陰解法
流体 ：非圧縮流体
回転の扱い ：スライディング格子機能
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回転の扱い ：スライディング格子機能
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[解析結果]

数 http://www.advancesoft.jp/周波数スペクトルの位置(x,y,z)=(0.0305m,0.122m,0m)
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流体解析の流れ http://www.advancesoft.jp/流体解析の流れ

① 計算格子の作成 ←Cube-it

② 計算条件の設定 ←Advance/REVOCAP

③③ 計算実行 ←Advance/FrontFlow/red

④ 可視化 P Vi④ 可視化 ←ParaView
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①Cube itによる計算格子の作成 http://www.advancesoft.jp/①Cube-itによる計算格子の作成

形状と計算格子の作成形状と計算格子の作成

Cube-itで作成した形状 Cube-itで作成した計算格子
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メッシュの粗密の定義
http://www.advancesoft.jp/

メッシュの粗密の定義

カ ブの方向をカーブの方向を
確認する

カーブの方向を
揃える

設定

設定画面を切り替え可能
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Biasの設定

Biasを設定したメッシュ
http://www.advancesoft.jp/
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複数マテリアルの定義
http://www.advancesoft.jp/

スライディング以外の領域：属性番号1

スライディング領域：属性番号2スライディング領域 属性番号

※複数マテリアルの定義には※複数マテリアルの定義には
インターフェース境界が
2枚必要です2枚必要です
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スライディング領域とその他領域の分割
http://www.advancesoft.jp/

①スライディング領域の
形状とメッシュを同位置形状 ッシ を同位置
にコピーする

② ピ 前 形状を②コピー前の形状を
削除する

※Copy Meshにチェックを入れると、
形状とメッシュが同時にコピーされます
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Block IDの定義
http://www.advancesoft.jp/

材料毎にBlock IDを定義する材料毎にBlock IDを定義する
※デフォルトでは1になります
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Blockにマテリアル名を定義
http://www.advancesoft.jp/

CFD

Block IDとマテリアル名を関連付けるマテリアル名を作成 Block IDとマテリアル名を関連付ける
→プリ処理時に使用される名前になる
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境界名の設定

境界の種類 http://www.advancesoft.jp/境界の種類
→REVOCAPまたはAdvance/FlontFlow/redの設定ファイル（fflow.ctl）で設定

境界名→Cube-it で設定
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境界名の定義
http://www.advancesoft.jp/

名前を入力

何でも良い

名前を入力

適用するサーフェスを選択

※メッシュ上で設定された境界の種類は使用されない

境界を作成すると同時にCube-itのSidesetが作成される
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設定の関係図（3Dモデルの場合）
http://www.advancesoft.jp/

Cube-it Advance/FrontFlow/red

Volume 
Block

CFD Media

Cube it Advance/FrontFlow/red

属性番号

①
②

Block
（マテリアル名）

属性番号
Volume 

Surface
Sideset 境界の種類

Surface CFD 境界
（境界名）Surface （境界名）

省略可能

設定名の出力優先順位①→②→デフォルト名

パワーツリーで名前の変更ができます
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設定名の出力優先順位① ② デフォルト名

格子ファイルの出力

http://www.advancesoft.jp/Fluent形式を選択してメッシュを出力する

Command Panel
→Analysis Setupから出力

メニューから出力
Fileメニュー→Export

y p
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流体解析の流れ http://www.advancesoft.jp/流体解析の流れ

① 計算格子の作成 ←Cube-it

② 計算条件の設定 ←Advance/REVOCAP

③③ 計算実行 ←Advance/FrontFlow/red

④ 可視化 P Vi④ 可視化 ←ParaView
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②Advance/REVOCAPによる
http://www.advancesoft.jp/

計算条件の設定

Advance/REVOCAPの起動

計算格子の読み込み計算格子の読み込み

[File]-[Open Mesh]を選択する
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http://www.advancesoft.jp/

①計算格子データがある
フ ルダまで移動するフォルダまで移動する

②Fluent （*.msh）を選択する
③格子データを選択し ＯＫ③格子デ タを選択し、ＯＫ

ボタンを押す

格子ファイルの読み込みが
完了すると右図のような画面完了すると右図のような画面
が表示される
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解析方法（圧縮性 乱流 温度計算） http://www.advancesoft.jp/解析方法（圧縮性、乱流、温度計算）
の設定

①[Step1] で読み込んだ格子
ファイル名を選択する

② 解析設定 必須設定 を展開②[解析設定]-[必須設定] を展開
する

③[解析方法（圧縮性 乱流 温度）]③[解析方法（圧縮性、乱流、温度）]
を選択する

④[乱流モデル]に
[標準Smagorinsky]を選択する
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http://www.advancesoft.jp/

計算開始、終了 / 定常・非定常の設定

①[解析設定]- [必須設定]-
[計算開始、終了/定常・非定常]を
選択する選択する

②[計算終了ステップ]を1000に変更
する
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http://www.advancesoft.jp/

SIMPLE法の内部反復回数と
収束判定基準値の設定

①[解析設定]- [必須設定]-
[SIMPLE法]を選択する[SIMPLE法]を選択する

②[内部反復回数]に30を②[内部反復回数]に30を
入力する
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化学種の設定
http://www.advancesoft.jp/

①[解析設定]- [必須設定]-
[化学種]を選択する[化学種]を選択する

②「化学種の名前」の項目に
「Air」と入力し、編集ボタンAir」と入力し、編集ボタン
を押す

③ダイアログが開いたら
[物性値]の欄で[Air]を選択し
[データベースからコピー]
ボタンを押すボタンを押す
物性値が必要な項目に
自動的に入力される自動的に入力される

OKボタンを押してダイアログを

Copyright ⓒ2013 AdvanceSoft Corporation. All rights reserved.

閉じる
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http://www.advancesoft.jp/

移流項離散スキームの設定

[運動方程式の移流項離散
スキーム混合比]には0.95,
[運動方程式]には[運動方程式]には
[２次精度中心差分法]を選択
するする
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静止座標系の設定
http://www.advancesoft.jp/

[回転速度]には0rpm,
[回転軸の初期角度]には0[回転軸の初期角度]には0,
[回転の開始ステップ]には0
[回転の緩和ステップ]には10
を入力する
[回転軸の始点]を(0,0,0),
[回転軸の終点]には(0 0 1)を[回転軸の終点]には(0,0,1)を
入力する
OKボタンを押してダイアログOKボタンを押してダイアログ

を閉じる

回転座標系の設定

属性番号に2を入力して追加

Copyright ⓒ2013 AdvanceSoft Corporation. All rights reserved.

属性番号に2を入力して追加
ボタンを押す
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属性番号の項目から
「 di i を選択 http://www.advancesoft.jp/「create new condition」を選択
する

「新しい流体属性番号」に2を
入力してAcceptボタンを押す

ダイアログには流体属性番号
1の設定がコピーされる1の設定がコピ される

[回転]を選択する
[回転速度]に-175.8を入力する
OKボタンを押してダイアログを
閉じる

Copyright ⓒ2013 AdvanceSoft Corporation. All rights reserved.

閉じる
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初期条件の設定
http://www.advancesoft.jp/

①[格子ファイル名]-[解析設定]-
[必須設定]-[初期条件]-[1]を[必須設定] [初期条件] [1]を
選択する

②該当項目を入力する（右図参照）

同様にもう一つの属性番号が2の
流体についての設定を追加する流体についての設定を追加する
まずツリーにおける「初期設定」の
項目をクリックし 設定フォームに項目をクリックし、設定フォ ムに
おいて、属性番号を2にする以外は、
右図のように設定する

追加ボタンを押す
図のようにツリ に「2」という項目

Copyright ⓒ2013 AdvanceSoft Corporation. All rights reserved.

図のようにツリーに「2」という項目
が追加される
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対称境界条件の設定
http://www.advancesoft.jp/

境界面に対して、既存の境界条件
を適用するを適用する
[格子ファイル名]-[計算格子]を展開
する
[MAT2]を展開する
境界名(ここではbot-in)を右クリック
するする
[境界条件]からSYMMETRYを選択し、
設定ボタンを押す設定ボタンを押す
境界面の名前の前の記号が黒く塗り
潰され、境界条件が設定されたことを
示す
top-in, bot-out, top-out, SYMPに対し
ても同様の設定を行う
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ても同様の設定を行う

30



流入境界条件の設定
http://www.advancesoft.jp/

まずINLEという境界面に対して、
INLETという境界条件を適用するINLETという境界条件を適用する
次に、ツリーのINLE上で右クリッ
クするとポップアップメニューが
表示されるので、「境界条件編集」
を選択する
以下の作業で適用された値を以下の作業で適用された値を
修正する
ダイアログが表示されるのでダイアログが表示されるので、
左の覧から「流速/温度/圧力」を
選択する
画面が切り替わり、ここでtの欄
に313.15を入力し、uの欄に2.47
を入力する

Copyright ⓒ2013 AdvanceSoft Corporation. All rights reserved.

を入力する
OKボタンを押すと変更が完了する
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流出境界条件の設定
http://www.advancesoft.jp/

OUTLという境界面に対して、
OUTLETという境界条件を適用OUTLETという境界条件を適用
する

ツリーのOUTLET上で右クリック
するとポップアップメニューが
表示されるので 「境界条件編集表示されるので、「境界条件編集」
を選択する

ダイアログにおいて図のように
設定する

OKボタンを押すと変更が完了する
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壁面境界条件の設定
http://www.advancesoft.jp/

WALLという境界面に対して、
WALL NO-SLIPという境界条件WALL_NO SLIPという境界条件
を適用する

ツリーのWALL上で右クリックする
とポップアップメニューが表示され
るので 「境界条件編集 を選択るので、「境界条件編集」を選択
する

ダイアログにおいて図のように
設定する

OKボタンを押すと変更が完了する
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コントロールファイルとモデルファイルの転送
http://www.advancesoft.jp/

①[格子ファイル名]-[ツール]-
[ファイル転送]を選択する[ファイル転送]を選択する

②転送先の情報を入力し、転送方法
を選択する

③転送実行ボタンを押す

④問題なく転送されると
「ファイルの転送が終了しました」と
メ セ ジが出る
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メッセージが出る
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流体解析の流れ http://www.advancesoft.jp/流体解析の流れ

① 計算格子の作成 ←Cube-it

② 計算条件の設定 ←Advance/REVOCAP

③③ 計算実行 ←Advance/FrontFlow/red

④ 可視化 P Vi④ 可視化 ←ParaView
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③Advance/FrontFlow/redによる
http://www.advancesoft.jp/

計算実行
処理の種類 実行モジュール 処理内容

格子のチェック
CV（コントロールボリューム)の作成

前処理 prefflow
CV（コントロ ルボリュ ム)の作成

各CVについて壁面までの距離計算
並列計算時にCVを各CPUに割り当て
並列計算時に通信に必要な情報の抽出並列計算時に通信に必要な情報の抽出

計算実行
fflowS

fflowHPC
fflowSは1CPUで計算を実行
fflowHPCは並列で計算を実行fflowHPC

後処理

ffr2viz
ffrmovie

ffr2vizは最終ステップにおける結果ファイルを可視ソフ
トで入力できる形式に変換後処理

(可視化）
入力 きる形式 変換

ffrmovieはアニメーション用の結果ファイルを可視ソフト

で入力できる形式に変換.vtkファイル
に変換
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流体解析の流れ http://www.advancesoft.jp/流体解析の流れ

① 計算格子の作成 ←Cube-it

② 計算条件の設定 ←Advance/REVOCAP

③③ 計算実行 ←Advance/FrontFlow/red

④ 可視化 P Vi④ 可視化 ←ParaView
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④ParaViewによる可視化
http://www.advancesoft.jp/

④ParaViewによる可視化
インターフェース

マウス操作
左ボタン 回転

メニューバー

ツールバー

左ボタン ：回転
中央ボタン ：移動
右ボタン ：拡大・縮小

ツ ルバ

Pipeline Browser
※作成した図の表示・表

非表示は で切換え

Object Inspector

3D ビュー

結果ファイル読み込み後、Object InspectorのPropertiesタブで、
を押すと ビ が表 される
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Applyを押すと、3Dビューが表示される



ファイルの読み込み
http://www.advancesoft.jp/

ァ 読 込

メニューバーFile – Openから、vtkファイルを選択する。
①時系列データ全てを読み込む場合

一番上の”ファイル名”_..vtkを選択する。
②特定の時間ステップのデータを読み込む場合（例：400step目を読み込む）

ファイル名の左にある▲をクリックすると、含まれる時系列データが表示ファイル名の左にある▲をクリックすると、含まれる時系列デ タが表示
されるので、読み込みたいvtkファイルを選択する。

①
②②
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フィルタ http://www.advancesoft.jp/フィルター

解析処理で使用できるツールの全ては、メニューバー内Filtersにまとめられている

※粒子追跡法の粒子データ出力については
現状、Advance/FrontFlow/redからの
ParaView用出力フォーマットを開発中です
今後のリリ スで実装予定です

Copyright ⓒ2013 AdvanceSoft Corporation. All rights reserved. 40

今後のリリースで実装予定です。



フィルタ http://www.advancesoft.jp/フィルター
よく使用するフィルタ
<カット関連>ッ 関連
•Clip : 任意断面や、境界・パラメータ値で領域を切断
•Slice :  任意断面の取り出し

任意パ メ タ等値面 取り出し•Contour :  任意パラメータ等値面の取り出し
•Threshold: 任意パラメータによる閾値カット

<表示関連>
•Stream Tracer :  流線表示
•Glyph :  ベクトル表示

<プロット関連><プロット関連>
•Plot Over Line: 任意線におけるパラメータプロット
•Plot Over Time: 時系列プロット
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•Histogram: ヒストグラム作成

圧力分布の表示
http://www.advancesoft.jp/

力分布 表

①Surfaceを選択する
②Static_pressureを選択する
③凡例アイ ン（ツ ルバ 左端）を押す③凡例アイコン（ツールバー左端）を押す
※Object Inspector – Display – Edit Color Mapから、

レンジや凡例フォーマットが調整できます

①

③

②
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速度ベクトルの表示
http://www.advancesoft.jp/

①ツールバーのGlyphアイコン をクリックする
②Object Inspector:Propertiesタブ内で設定する

Vector：Velocity Glyph Type：2D Glyph Scale mode:offVector：Velocity、Glyph Type：2D Glyph、Scale mode:off
③Applyボタンを押す
④Object Inspector:Displayタブを選択し、Interpolate Scalarsのチェックを外す
⑤C l b でGl h V を選択する⑤Color byでGlyph Vectorを選択する

③

①

④
③

②

④
⑤
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画像出力
http://www.advancesoft.jp/

画像出力

作成した図は、画像ファイルとして、保存できる
①メニューバーFile ‐ Save ScreenShotを選択すると、①メニュ バ File  Save ScreenShotを選択すると、

下図ウィンドウが表示される
②画像サイズを指定して、Okを押す
③画像ファイル名 形式を指定して 保存する③画像ファイル名、形式を指定して、保存する
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数値データ出力
http://www.advancesoft.jp/

数値デ タ出力

出力結果を数値データとして出力し、CSV形式で保存できる
①メニューバーFile ‐ Save Dataを選択し、ファイル名、CSV形式を選択する

② が デ②下図ウィンドウが表示されるので、時系列データ全てに対して出力する
ときは、Write All Time Stepsにチェックを入れる

③Okを押すと、”ファイル名_*.csv”ファイルが複数作成される

出力CSVファイルをExcelで表示
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アニメーション作成
http://www.advancesoft.jp/

①任意の時間ステップにおける、速度分布図を作成する
②レンジや、凡例のフォーマットを整える→図１
③メニューバーFile Save Animationを選択すると 図２のウィンドウが表示される③メニューバーFile – Save Animationを選択すると、図２のウィンドウが表示される

ので、フレームレートや、画像サイズを指定し、SaveAnimationをクリックする
④ファイル名、動画ファイル形式を指定し、Okを押すと動画が作成される

図2
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図1



アニメーション作成
http://www.advancesoft.jp/

ア シ 作成
同様の方法で、流速ベクトルのアニメーションや、流線のアニメーショ
ンも作成できる

速流速ベクトル

流線流線
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Cube‐itを用いたメッシュ作成例（1）
http://www.advancesoft.jp/

境界層機能を使用したメッシュ作成例

②境界層内部をPaveで作成

①境界層を作成

※境界層機能はCube-it CFD Ver14 1
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③SweepでVolumeメッシュを作成
※境界層機能はCube it CFD Ver14.1

より搭載予定です



Cube‐itを用いたメッシュ作成例（2）
http://www.advancesoft.jp/

ハイブリッドメッシュの作成例

ハイブリッドメッシュハイブリッドメッシュ

※Prizm, Pyramid要素の表示には
コマンド入力が必要です
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General Refinement コマンド入力が必要です

http://www.advancesoft.jp/

ご清聴 ありがとうございましたご清聴 ありがとうございました
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